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Life in Honjo City

Information
各種お知らせ

お知らせ / 催し・講座 / スポーツ / 公民館 / 図書館だより

令和７年７月１日号19 感染症拡大防止のため、催し等の中止・変更や、参加の際、マスクの着用・検温等をお願
いする場合あります。詳しくは、市ホームページ、問い合わせ先へご確認ください。
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。
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「
本
庄
市
二
十
歳
の
祝
い
実
行

委
員
」
を
募
集

 
令
和
８
年
１
月
11
日
㈰
に
開
催

予
定
の
本
庄
市
二
十
歳
の
祝
い
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
仕
事
内

容
は
、
式
典
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
企
画
・
実
行
、
記
念
品
の
選
定

等
の
予
定
で
す
。

対 

象
 
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

募 

集
人
数

 
15
名
程
度
（
多
数
の

場
合
抽
選
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活 

動
期
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９
月
〜
令
和
８
年
１

月
（
月
１・２
回
程
度
の
会
合

を
予
定
）

※
実
行
委
員
に
は
終
了
後
、
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。
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８
月
12
日
㈫

※
申
込
方
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等
、
詳
し
く
は
市

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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セ
ル
デ
ィ
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

 
館
内
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
セ

ル
デ
ィ
は
次
の
日
程
で
休
館
し
ま
す
。

休 

館
日

 
8
月
４
日
㈪
、
５
日
㈫
、

25
日
㈪

※
当
日
は
、
セ
ル
デ
ィ
館
内
す
べ

て
の
施
設
（
児
玉
中
央
公
民
館
・

児
玉
文
化
会
館
・
図
書
館
児
玉
分

館
及
び
図
書
返
却
ポ
ス
ト
）
及
び

駐
車
場
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
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非
課
税
世
帯
等
給
付
金
（
3
万

円
）
の
申
請
は
お
済
で
す
か

対
象
給
付
金

• 

物
価
高
騰
対
策
給
付
金
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
等
給
付
）

• 
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
（
こ
ど

も
加
算
給
付
）

申
請
期
限

 
７
月
31
日
㈭

 
対
象
者
に
は
通
知
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
転
入
や
税
未
申
告
等
で
市
で
課

税
状
況
が
確
認
で
き
な
い
場
合
や
、

離
婚
等
に
よ
り
世
帯
構
成
が
変
更

に
な
る
と
、
通
知
が
届
か
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

市市

防災庁の地方設置に向けて、 
本庄市・児玉郡が名乗りを上げます

 本庄市と児玉郡美里町、神川町、上里町は、これまで
自然災害の少ない地域として知られてきました。台風や
暴風雨の影響はあるものの、記録的な洪水や土砂災害が
少なく、地震においても、平安期の弘仁地震で北関東一
帯に被害があった記録を除き、今に至るまで当地域が大
きな被害を受けた例はほとんど見られません。
 もちろん、活断層の存在や近年の記録的な大雪な
どを踏まえれば、「災害は必ず起きる」と考えるべ
きで、むしろあらゆるリスクを見越した備えが求め
られています。
 そのうえで、当地域の地理的特性を見れば、想定さ
れる大規模災害時における他と比較しての「優位性」
は非常に高いと言えるでしょう。広がる台地は広域
的水害に強く、秩父山地にいたる南部中山間地には
大企業のトランクルームが整備されるなど地盤がし
っかりしています。将来確実に発生するとされる南
海トラフ巨大地震や首都直下地震においても、当地

域が震度６以上の深刻な被害を受ける可能性は低い
と予測されています。
 さらに、当地域は交通の要衝でもあります。関越
自動車道や主要幹線道路、上越・北陸新幹線、在来
線といった道路・鉄道網が充実しており、平時・災
害時を問わず高い機動力を発揮できる地域です。
 こうした地理的特性、交通利便性を兼ね備えた本
庄市・児玉郡は、大規模災害時の支援拠点として非
常に適しています。首都圏に深刻な被害が生じた際
にも、迅速な物資輸送や人員派遣が可能であり、全
国への広域支援の要としての機能も果たすことがで
きます。なお交通の利便性は、平時においても当地
域の大きな強みとなっています。
 現在、国では「防災庁」を地方に設置する構想が進
められています。この度本庄市と児玉郡１市３町は
連携し、県にもご理解をいただき、この地に防災庁
を誘致すべく、国に対する要請活動を開始します。
 かつて遷都の候補にもなった本庄市。防災の未来
を、この地から切り拓いてまいります。市民の皆さ
まのご理解とご協力を心よりお願い申し上げます。
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